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１　日時、場所、出席状況等

第１回 日時 場所
出席
状況

第２回 日時 場所
出席
状況

第３回 日時 場所
出席
状況

２　学校評議員に求めた事項

３　学校評議員の意見

４　学校運営に反映した事項

５　課題その他

　評議員３名出席

記

令和４年７月１５日
16:00～17:00

本校小会議室

令和5年3月１7日
16:00～17:00

本校小会議室

○ICTの活用、生徒の主体性に主眼を置いた教育活動をさらなる推し進めていく。　○勤怠状況是正のため
に指導を協働体制のもと充実させていく。　○諸活動を見直しながらも、コロナ禍以前の雰囲気を取り戻す
ための工夫を講じていく。　○授業を大切にしようとする意識の涵養を図る。

令和４年度県立学校学校評議員の運営状況について(報告)

○３名の評議員へ、本校の学校運営等に関する質疑や意見、要望、助言を求める。
○地域住民代表として、本校近隣に在住し、保育園長として幼児教育に尽力し、地域をよく知る人材であり、
同窓生として本校に愛着を抱く立場より、これまでの経験を踏まえた提言を求める。　○学識経験者として、
元県立学校長及び県内大学業務に携わった経験・立場から、現在の高校教育の現状等について、課題及び
その解決への提言を求める。　○本校元PTA会長、福祉事務行政事務に携わる視点から、本校に対する期
待などの提言を求める。

○授業参観では、廊下の清掃などが行き届き、ICT機器の活用もみられ、学習環境が整っていると感じた。
○生徒の主体性を全面に、生徒を信じ、答えを出さずに考えさせる授業等に感動した。　○「校長便り」によ
り、教育活動が生徒や保護者の期待に応えるよう充実した内容になっていることがよくわかる。　○進路指
導、生徒指導、部活指導等、創意工夫し、課題克服のため、きめ細かく実践されている。　○校則の見直しに
も生徒の意見を取り入れ、真摯に対応している。　○コロナ禍で気づかされたことを今後に活かしてほしい。
○地域に選ばれる学校になってうれしい。

○地域への配慮で一部制限していた「昼食時間の放送部による校内放送」を評議員との確認調整を経て、
再開することができた。　○生徒会企画の取組等、生徒の主体的な活動をより推し進めることができた。
○授業参観による評議員の感想が、ICT活用に励んでいる本校教員の励みになった。

   令和５年２月1０日付け教県第1９９５号により依頼のありましたみだしについて、下記のとおり報告します。

　評議員３名出席

令和４年12月20日
15:10～16:30

本校小会議室 　評議員２名出席


